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研究成果の概要（和文）：巨大磁気抵抗効果と磁歪の逆効果を利用した歪みセンサの開発を行なった｡高感度か
つ環境磁界による影響のない歪みセンサを実現するためには，磁化自由層の磁化方向を交流的に変調して，外部
磁界の影響を取り除くことが有効であることを明らかにした。次に電力消費を低減するために，スピンホール効
果を利用して磁化方向を制御する素子の開発を行なった｡センサ素子は，スピンホール効果を発現するTa/FeCo，
スピンバルブ膜および，両者を交換結合する反強磁性NiO層から成る構造とした｡スピンホール効果によるスピン
流により磁化自由層の磁化反転が観測され，スピンホール効果による磁化自由層の磁化方向制御の可能性が示さ
れた｡

研究成果の概要（英文）：In this research project, we  have developed strain-sensor using giant 
magnetoresistance effect, where inverse magneto-striction effect is applied to the magnetic free 
layer in a spin valve structure. In order to avoid from influence of magnetic stray field, we employ
 sinusoidal signal detection method, where the magnetization direction of the magnetic free layer 
was modulated by alternative magnetic field by flowing AC current through Al strip line formed on 
GMR element. In next stage, we have investigated magnetization control by spin-Hall effect. The 
sensor device is composed from Ta/FeCo layer for producing spin current, a magnetoresistive 
spin-valve element and anti-ferromagneic NiO layer which magnetically connects Ta/FeCo and 
spin-valve layers. In this  device, magnetization reversal by spin Hall effect was observed. 

研究分野：スピントロニクス

キーワード： 巨大磁気抵抗効果　スピンバルブ膜　反強磁性NiO層　磁気異方性　磁歪現象　スピンホール効果　スピ
ン流　歪みセンサ

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究で開発を進めた歪みセンサは，マイクロサイズに微細化できることから，これをアレイ状に配列した触覚
センサへの応用が考えられる｡ロボットの指先の繊細な感覚をフィードバックすることを可能とする触覚センサ
は，介護ロボットなどにおいて求められている機能である｡

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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